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街の中心部に設置されたコロナウイルス簡易検査所 お別れ会にて（Social Distance ver.）














































　　　　　Closure of wound　 1
　　　　　Blepharoplasty　 1
　　　　　Bilateral breast implant　 2













































































































































































































































































います。タイ国内では最高学府として知られ，19の学部，約 4 万人の学生が在籍しています。医学部は 6 年
制で，各学年およそ300名の医学生が在籍しています。附属病院（KCMH：King Chulalongkorn Memorial 
Hospital）は病床数1400以上で，タイにおける主要な医療機関として知られています。
3 ．臨床実習


























































　実習中盤の 2 月下旬ごろから，新型コロナウイルス感染症がタイでも流行しはじめました。 3 月からの新
規留学は受け入れ停止となり，バンコク市内の観光地も日に日に閉鎖されていきました。 3 月中旬には
ショッピングセンターも 閉 鎖 され，飲 食 店 も 持 ち 帰 りのみの 営 業 となりました。 3 月 最 終 週 には
Chulalongkorn大学の全学生が授業・実習停止となったため実習を終了することとなりました。他の学生と
同様，新型コロナウイルス感染疑いの患者に接触なきよう，ぎりぎりまで実習を継続させて下さった先生方
には感謝するばかりです。帰国便についても複数回キャンセルになってしまいましたが，何とか健康なまま
帰国でき良かったです。本当に，無事に帰るまでが留学だと実感させられました。
　このような感染症に全世界が向き合う中での留学となり，現地における日常・非日常の双方を経験できた
ことは一生の財産です。第三内科の安田教授をはじめとする富山大学の先生方，学務課，国際交流課，保健
管理センターの方々には感謝でいっぱいです。本当にありがとうございました。
内科病棟の先生方と消化器内科の先生方との昼食
